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 夏の到来に伴い気になってくるのは、集中豪雨や落雷などの天気の急な変化です。 

特に最近では、ゲリラ豪雨とも呼ばれる記録的大雨が頻発し、極めて短時間の間に

住宅浸水や土砂災害が発生し、深刻な被害をもたらしています。夏場の天気の特徴

や注意点などを紹介します。 

夏の天災の原因は「積乱雲」によってもたらされます。集中豪雨が発生すると、急

激な雨で河川が決壊し、家屋の浸水や、道路、地下道の冠水などの被害が現れます。

続いて、大雨により地盤がゆるむことで、土砂崩れや、崖崩れなどの危険性が増加

することがあります。さらに、積乱雲を伴った荒れた天候により落雷などの危険性

も高まります。 

悪天候のため危険が予想されるときは、作業を中止することと、労働安全衛生規則

で定められています。また、作業途中にこのような悪天候になることも予想される

ので、事業者に代わって指示を出す者を指名しておくことが必要になります。 

 

 
 


